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★会長就任のあいさつ
★退任のあいさつ
★（一社）新潟県計量協会第8回定時総会開催される
★（一社）新潟県計量協会新役員名簿
★新潟県計量検定所長就任あいさつ
★平成30年度・令和元年度計量関係功労者表彰される
★金井前会長感謝状贈呈される
★金井哲郎氏旭日双光章受章
★平成30年度収支計算書等について
★平成31・令和元年度各部会活動状況について（中間）

★中央計量関係団体活動について
★計量ニュース
★第13回「指定定期検査機関の日」開催される
★指定定期検査機関検査業務について
★2020年度はかりの定期検査日程について（予定）
★会員のひろば
★計量検定所人事異動について
★計量検定所の組織
★新しい協会職員の紹介
★一般社団法人新潟県計量協会組織図
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　会長就任にあたり一言ご挨拶を申し上げます。

　金井様には、長年にわたり新潟県計量協会の会長と

して協会の運営にご尽力いただき、まことにありがとう

ございました、これからは顧問として協会の発展にお

力添えをお願いいたします。

　私が計量業界に関わり始めたのは昭和52年4月で

す。その頃は機械式はかりが主流でした。50年代後半

から60年代前半にかけて高価ですが精度の高いロー

ドセル式はかりが登場し、メーカーの開発競争もあっ

て急速に普及していきました。このような情勢が影響し

たのかもしれませんが、平成5年に計量法の大きな改

正が行われました。その後、何回かの改正を経て平成

28年11月には計量行政審議会から「今後の計量行政

の在り方−次なる10年に向けて−」が答申されました。

この40年余りで計量法は大きく変わりました。

　計量団体への関わりは昭和60年4月の日本計量士

会新潟県支部の設立に参加したことが始まりです。会

社はすでに計量協会に所属をしておりましたが、私の

担当は計量士会でした。新潟県支部は平成11年2月の

社団法人新潟県計量協会の設立に伴い計量協会、計

量管理協会並びに計量証明協会と大同団結を行い現

在の形態となりました。その後諸先輩方のご努力によ

り平成17年9月に新潟市から「指定定期検査機関」の

指定を受けたことを皮切りに新潟県、長岡市及び上越

市から指定を受けることができました。今日では協会

の事業の中で大きな柱となっております。当協会もこの

20年余りで大きく変わりました。

　自動はかりが特定計量器となり、民間機関によって

その検定が開始されることとなる令和の時代は、計量

の世界にとって大きな変革期となると思います。

　このような時代に伝統ある協会の会長を仰せつかる

ことは大変な重圧と緊張感を感じておりますが多くの

会員の皆様の暖かいご支援とご理解、そして経験豊富

な諸先輩の皆様からのご指導を頂きながら精一杯努

力していきたいと考えております。今後とも宜しくお願

いいたします。

会長就任のあいさつ

一般社団法人新潟県計量協会

　会　長

大 平　岳 男
（株式会社新潟計量システム
　　　　　　　代表取締役）
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　退任のご挨拶を申し上げます。

　無力な私が歴代の役員や事務局、計量検定所や県

産業労働部の皆さん、それに何よりも会員の皆さんの

ご協力に支えられた6年間でした。

　それと令和元年春の叙勲での旭日双光章の受章で

す。これは正に、現在進行中の我が国の計量改革のさ

きがけ役を我が協会団体が務めた事です。4年前の弥

彦での関東ブロック計量団体連絡協議会で協会会員

一致団結し、「技術立国日本」の再生には計量改革こ

そ必要と計量界と行政にうったえたことです。これが会

長の私が代表して叙勲と言う形でお国に認められたも

のと私は思っています。ですからこの受章は皆さんとの

受章です。どうぞ一緒に喜んで下さい。

　さてここで計量界のさきがけ役の話題を2つ。その一

つは日本の計量計測技術で世界中の人を驚かせている

「はやぶさ2」のJAXAの活躍です。地球から3億4千km

も離れた小惑星リュウグウの岩石を採取したり、近赤外

分光計と言う計器で水の存在も発見しました。

　そして、2020年の帰還で生命の起源の解明もできる

かもです。

　その2つ目は、少し地味な話題です。先の我が協会の

13回目となる「指定定期検査機関の日」が日本計量新

報で取り上げられました。私には「はやぶさ2」の快挙同

様嬉しい事でした。この日がいつまでも続き、これが全

国の計量協会のお手本になってくれればと願っていま

す。

　最後に大平新会長を中心に私以上の会員の団結が

なされ、協会が益々発展する事を心から祈念していま

す。本当にありがとうございました。

退任のあいさつ

一般社団法人新潟県計量協会

　前会長

金 井　哲 郎
（金井度量衡株式会社  　　

　　　　　　取締役会長）



令和元年 12 月新 計 会 報（4）

役職名 氏　　名 所属部会 備　　　　考 摘要

会　長 大平　岳男 計量士部会 計量士 新任

副会長 田中　康之 計量器部会 株式会社田中衡機工業所 再任

副会長 川口　　勉 計量器部会 株式会社川口造吉商店 再任

副会長 茶谷　力生 計量管理部会 日本製鉄株式会社直江津製造所 新任

副会長 宮田　康雄 計量証明部会 株式会社宮田才吉商店 再任

副会長 島田　茂和 計量士部会 計量士 新任

専務理事 小島　秀俊 協会事務局 一般社団法人新潟県計量協会 再任

理　事 渡辺　　徹 計量器部会 シンワ測定株式会社 再任

理　事 南　　和浩 計量器部会 日本精機株式会社 新任

理　事 田村　　卓 計量器部会 株式会社タツノ新潟営業所 再任

理　事 高森　武志 計量器部会 高森コーキ株式会社 再任

理　事 髙橋　宏明 計量器部会 株式会社高橋はかりや 再任

理　事 山形　康二 計量管理部会 清水商事株式会社 新任

理　事 関本　里絵 計量管理部会 パナソニック株式会社ライフソリューションズ社 新任

理　事 長井　利暁 計量管理部会 株式会社キューピット 新任

理　事 渡邉　　望 計量管理部会 日本精機株式会社高見事業所 新任

理　事 山本　　繁 計量管理部会 デンカ株式会社青海工場 新任

理　事 岡田　幸男 計量管理部会 住友電工ウインテック株式会社田口事業所 新任

理　事 野口　浩章 計量証明部会 株式会社リンコーコーポレーション 新任

理　事 中村　信一 計量証明部会 北興商事株式会社 再任

理　事 五十嵐一人 計量士部会 計量士 再任

監　事 田邊　敏夫 計量器部会 株式会社田辺喜平商店 再任

監　事 大島　正男 計量士部会 計量士 再任

　第８回定時総会が５月30日（木）三条市横町２丁目
「餞心亭・お 乃ゝ」において開催されました。当日は、県
産業労働部　橋本部長様（代理：産業労働部産業政策
課金井課長様）、県計量検定所西片所長様を来賓に迎
え、委任状を含む404名の出席を得て盛大に開催され
ました。
　議長に金井会長を選出し、議事録署名人に、計量器
部会髙橋宏明氏、計量士部会五十嵐一人氏が選任され
ました。

〈審議事項〉
第１号議案	 平成30年度会務事業報告について
第２号議案	 平成30年度収支計算書（案）の承認及び

会計監査結果報告について
第３号議案	 役員の改選について
第４号議案	 会員提案議題について

〈報告事項〉
報告事項１	 平成30年度収支予算補正について
報告事項２	 2019年度事業計画及び収支予算書につ

いて
報告事項３	 その他について

　以上の事項について、審議並びに報告がなされ何れ
も原案通り承認されました。

【第 8回定時総会】

（一社）新潟県計量協会

第8回定時総会開催される
（一社）新潟県計量協会

新役員名簿
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　一般社団法人新潟県計量協会会員の皆様におかれ

ては、日ごろから本県の計量行政の推進にご協力をい

ただき、厚くお礼を申し上げます。

　本年４月１日付けで計量検定所長に就任しました

西片と申します。前職は農業総合研究所管理部長で、

産業労働行政に携わるのは、長岡労働相談所長を務

めて以来で計量検定所勤務は初めてとなります。よろ

しくご指導、ご鞭撻をお願いいたします。

　さて、計量制度は長い歴史を持っており、その時々

の経済情勢の変化や社会の要請を反映した見直しが

行われてきております。近年においても計量行政審議

会が、計量技術の進展と適正計量の確保を担う人材・

組織の多様化の実態を踏まえて、「民間事業者の参入

促進」、「技術革新・社会環境変化への対応」などを

視点においた提言を行っております。こうした中、貴

協会が指定検査機関としての経験を蓄積するととも

に、長年にわたって講演会・研修会の開催、計量に

関する調査研究・情報提供等の活動を積み重ねてこ

られたことを高く評価しております。

　一方、同提言の中では「計量行政を実施する地方自

治体間の体力格差が生じている」との指摘もあります。

都道府県においても、定期異動のサイクルが短期化し

ている中、核となる職員の確保と若手職員の育成・こ

れまで蓄積したノウハウの継承が大きな課題となって

おります。当検定所としましてもこうした課題に真摯に

取り組みながら、「適正な計量の実施の確保」と「計

量に係る生活者の信頼の確保」という使命を果たして

まいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力を

お願いいたします。

　最後に、貴協会のますますのご発展と会員各位の

ご健勝・ご活躍をお祈り申し上げ、就任のあいさつと

いたします。

新潟県計量検定所長就任あいさつ

新潟県計量検定所 

　所　長

西 片　一 喜
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　平成30年度計量3部会の計量関係功労者が第８回定時総会
の席上で表彰されました。　　　　　
　受賞者は各部会に所属する企業の中にあって、計量の適正
化、適正計量管理等において日頃努力をされており、その企業
の発展に大きな貢献をされております。

〈功労者所属氏名〉

（計量器部会）

（計量管理部会）

（計量証明部会）

　

　（一社）日本計量振興協会の第８回定時総会が去る5月30日
東京都港区「ホテルインターコンチネンタル東京ベイ」において
開催されました。
　その席上で、計量功労者として、当協会長推薦の計量士島田
茂和氏が会長表彰を受賞されました。

　同氏は、一般計量士として所属する事業所の計量管理を担
い、平成19年度から当協会の定期検査に従事され、平成23年か
らは日本郵政グループの計量管理も行っております。
　平成25年5月に当協会の計量士部会の理事に就任し、現在は
当協会の副会長兼計量士部会長の役職にあります。
　これらの活動により新潟県における適正な計量の実施の確
保並びに当協会の運営に多大な貢献をされ、更に後進の計量士
の指導にも尽力されております。

　第８回の定時総会の役員改選で会長をご勇退された金井前
会長に大平新会長から、総会の席上で、感謝状が贈呈されまし
た。
　金井会長は、平成25年5月に一般社団法人新潟県計量協会
の会長に就任され、定期検査の安定的な実施体制を構築し、新
潟県計量協会の基盤強化を図られました。
　今後は、顧問として協会発展のためにご指導をいただきます。

平成30年度（一社）新潟県計量協会

会長表彰計量関係功労者表彰される
令和元年度（一社）日本計量振興協会

会長表彰計量功労者表彰される

金井前会長感謝状贈呈される

植 木 　 等 氏
（長岡支部）

井 川 慶 一 氏
（ＵＤトラックス新潟㈱）

市 村 光 温 氏
（新潟支部）

石曽根 由明 氏
（住友電工ウインテック㈱）

柄 澤 　 浩 氏
（パナソニック㈱ライフソリューションズ社）

表彰される島田茂和氏

感謝状を贈呈される金井哲郎氏
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　当協会顧問（前会長）金井哲郎氏が旭日双光章（中小企業振興功労）を受章されました。
　その伝達式は、5月27日にグランドプリンスホテル新高輪「飛天」において行われ、翌日は皇居において拝謁を賜り
ました。

　また、7月13日には三条市「餞心亭おゝ 乃」において計量関係者による「金井哲郎氏の旭日双光章受章を祝う会」
が開催されました。

　金井氏は、平成10年の計量関係団体の大同団結以前の新潟県計量協会を含めて45年間という長きにわたり当協
会の役員を務められ、平成11年に当協会が社団法人となった際は設立発起人となり、平成17年からは副会長、平成
25年から6年間会長として協会運営に尽力され、この間、日本計量協会会長表彰、通商産業大臣表彰など数々の栄
誉を受けておられます。
　金井氏は、会長在任中、指定定期検査機関として全県のはかりの定期検査を円滑な実施するなど、協会事業を精
力的に進められました。また、計量士の確保や当協会の財政基盤の強化にも力を注がれるなど、当協会の運営基盤の
強化に多大な貢献をされ、現在は、当協会顧問としてご指導をいただいております。
また、金井氏は、「新潟が好き、水泳が好き、明るい社会が好き」をモットーに、計量分野のみならす社会教育など幅
広い分野で活躍され、それぞれの分野で大きな功績を上げておられます。

金井 哲郎 氏　旭日双光章 受章

【金井哲郎氏旭日双光章受章を祝う会】
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平成30年度 収支計算書総括表
（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
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平成30年度 収支計算書（一般会計）
（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
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平成30年度 収支計算書（特別会計）
【新潟県指定定期検査業務受託事業】

（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
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平成30年度 収支計算書（特別会計）
【新潟市指定定期検査業務受託事業】

（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
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平成30年度 収支計算書（特別会計）
【長岡市指定定期検査業務受託事業】

（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
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貸 借 対 照 表
平成31年３月31日現在
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財　産　目　録
平成31年３月31日現在
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正味財産増減計算書
平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで
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【会員数について】
（平成31年３月現在）

部 会 区 分 名 計量器
部　会

計量管理
部　会

計量証明
部　会

計量士
部　会 計

１号会員
１級（特定計量器製造）
２級（同上以外製造）

7
2

5 12
2

２号会員
１級（特定計量器修理）
２級（同上以外修理）

38 6
1

44
1

３号会員
１級（質量計販売事業者）
２級（体温計、血圧計販売）
３級（１・２級以外販売）

216
72
10

5 221
72
10

４号会員
適正計量管理事業者
及び計量器使用事業所

53 53

５号会員
一般計量証明事業者 52 52

６号会員
計量士（一般） 7 37 44

合　　　　計 345 77 52 37 511

　各部会の事業計画に基づき活動しており、平成31
年・令和元年度の活動について中間状況をお知らせい
たします。

⑴　計量器部会実施事業について

①　計量記念日事業について
　11月1日の計量記念日を県民に広くＰＲするため、記
念日ポスターを県下全市町村に配布掲示し他に計量
協会会員の事業所及び店頭等に掲示しました。
　また、関係業界及び地元新聞に広告及び関係記事を
掲載するなど計量記念日及び計量思想の普及啓発を
図りました。
　一方、計量検定所では、県三条地域振興局の庁舎正
面に期間中ＰＲ用懸垂幕を掲揚するとともに、今年度
も三条地域振興局一階ロビーにおいて各種計量器具
やパネルの展示を行い一般消費者への計量意識啓発
を図りました。
　また昨年に続いて三条テクノスクールが主催する「も

のづくり体験教室2019」が、8月24日（土）に開催され、
計量検定所はものづくりなどのブースを開設し、「棒は
かりづくり教室」や「計量ミニゲーム」を実施しました。

②　医療機関の体温計・血圧計の有料検査事業について
　県内の主な医療機関（病院等）に使用されている医
療用計量器（体温計・血圧計）については、計量法に規
定する定期検査制度の義務付けがないことから、検査
を希望する医療機関について、その検査を１月から２月
に実施いたします。
③　一般家庭用計量器精度無料検査事業について
　一般家庭及び保育所、学校、幼稚園で使用されてい
る、家庭用計量器（ヘルスメーター、キッチンスケール、
ベビースケール等）、体温計、血圧計については、計量法
で規定される定期検査の対象から除外されています。
このことから不適格器物の使用を防ぐために、計量協
会の事業として、実施する市の協力を得て11月から12
月に無料で検査を実施しております。
　なお、検査を実施した市の成績は次のとおりです。

平成31・令和元年度
各部会活動状況（中間）

【パネル等の展示】

【家庭用計量器検査】
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2019年度　家庭用計量器精度検査結果内訳表

検査日 市町名 検査総数
不合格
総数

不合格率

はかり検査数 体温計検査数 血圧計検査数

検査個数 不合格率 検査個数 不合格率 検査個数 不合格率

11月　
　15日 加茂市 232 9

3.8％ 31 3 158 6 43 0
11月　
　19日 燕　市 520 12

2.3％ 72 6 383 5 65 1
11月　
　21日 長岡市 135 5

3.7％ 30 4 33 0 72 1

④　燃料油メーター検定申請代行事業について
　県内で燃料油メーター等（ガソリン計量器）の製造・
修理を行う事業者の利便を図ることを目的としてその
検定申請業務を代行しております。
〔申請代行業務内訳〕	 （2019年10月現在）

計 量 器 の 種 類 申請台数

自動車等給油メーター 539

小型車載燃料油メーター 123

大型車載燃料油メーター 57

液化石油ガスメーター 8

基 準 タ ン ク 5

合 計 732

⑤　計量器コンサルタント資格認定講習会について（平成30年度事業）
　計量器をエンドユーザーに供給する事業者には、そ
のニーズに適切に対応することが求められます。
　計量器コンサルタント制度は、計量器販売者がその
専門性を高め、計量器のユーザーのニーズに対応する
適切なコンサルティングと情報提供をできるように育
成し、かつ、計量の安全、安心、安定を図る目的で昭和
47年に発足しました。この講習会は（一社）日本計量振
興協会と全国計量器販売事業者連合会及び地区計量
協会が協同して行っており、日本計量振興協会が計量
器コンサルタントの資格証明書を発行しております。
　当県においては、3年毎に講習会を開催して、受講し
た事業所に「計量器コンサルタント認定事業所」の標
識を配布しております。
　・開催期日　平成31年３月18日（月）
　・場　　所　三条東公民館
　・講習内容　「計量法の基礎」「自動はかりと計量

法の規制」「計量管理の概要」「計量
器の知識」「測定のトレサビリティー」

　・講　　師　金井計量士事務所
　　　　　　　　計量士　金井　一榮　氏
　・受 講 者　35名

⑵　計量管理部会実施事業について
①　所在場所基準器検査事業について
　適正計量管理事業所等で使用する基準器（圧力計・
質量計）について、希望する事業所の所在場所で、国立
研究開発法人産業技術総合研究所から派遣された検
査官が検査を実施しました。
〔基準器検査内訳〕

検査
年月日

圧力基準器 質量基準器
重錘型
受検台数

不合格
台数

液注型
受検台数

不合格
台数

天びん
受検台数

不合格
台数

Ｈ31. 4.15
　　〜 4.18 12 0 5 0 1 0

②　計量管理強調月間事業について
　11月1日から30日までの1カ月間を計量管理強調月
間としています。部会員の計量管理意識の向上を図る
ために、部会員からポスター並びに標語を募集して、部
会理事会で審査を行い、入選した作品を印刷して、各
会員へ配布しました。
◎ポスター

［入選］三菱ケミカルハイテクニカ㈱
　　　　上越テクノセンター　　　　石田秀一  様

［佳作］岩塚製菓㈱　　　　　　　　　辻　幸夫  様
［佳作］三菱ケミカルハイテクニカ㈱
　　　　上越テクノセンター　　　　堀内祐志  様

［佳作］日揮触媒化成㈱　　　　　　　島田聡浩  様

【計量器コンサルタント研修会】

【所在場所基準器検査】
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◎標　語
［入選］三菱ガス化学㈱新潟工場　　　西山大輔  様
「新たな時代につなげる品質 未来へ送ろう 計量管理」
［入選］三菱ガス化学㈱新潟工場　　　風間　良  様
「確かな品質 つながる信頼 心をつなぐ計量管理」
［佳作］日本曹達㈱二本木工場　　　　岡田卓郎  様
「ぶれない姿勢 ずれない視線 表示を見つめる厳しい目」
［佳作］三菱ガス化学㈱新潟工場　　　望月博史  様
「品質と信頼生み出す計量管理 ひとりひとりの意識から」
［佳作］三菱ガス化学㈱新潟工場　　　小林雄大  様
「確かな技術で正しい計量 品質向上 築く信頼」

③　計量技術講習会の開催について
　適正計量管理事業所及び計量器使用事業所並びに
計量士等を対象にして、計量管理の推進と計量技術
の向上を図るために、会員が希望するテーマで開催
しております。
　今年度は次のテーマで開催しました。
○日時及び場所　
　令和元年11月12日（火）
　長岡市弓町1−5−1「アトリウム長岡」

○テーマ及び講師
　・午前の部（10時～12時）
　　テーマ　「適正計量管理事業所における
　　　　　　　　　　計量関係法令等について」
　　講　師　一般社団法人新潟県計量協会
　　　　　　　　　　　　　専務理事　小島　秀俊
　・午後の部（13時～15時30分）
　　テーマ　「圧力計　使用と管理」
　　講　師　長野計器株式会社　製造本部品質保証部
　　　　　　　　　　　　部長　久保田　智広　氏
〇受講者　55名

④　機関誌（計量管理）の発行について
　年に２回、９月と３月に管理部会の機関誌を発行して
おり、今年は９月に第193号を発行して、全部会員へ配
布しました。

⑶　計量証明部会実施事業について
①　計量証明用はかり（一般）検査事業について
　計量証明事業に使用する計量器（質量計・トラックス
ケール）については、計量法の規定により２年ごとの定
期検査が義務付けられております。
　希望する部会員に対して、効率的かつ経済的に代検
査方式で検査を実施し、会員の利便を図っております。
　今年度は、10月11日から16日の6日間で実施しまし
た。台風の影響により当初計画した日程に一部変更が
生じましたが、関係事業所のご理解とご協力によりまし
て、無事に検査を実施することが出来ました事、心より
厚くお礼申し上げます。

【計量技術講習会】

【計量証明検査】

【入選標語】

【入選ポスター】
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〔検査内訳〕

検査期日 計量器の内訳 ハカリの能力 検査台数

Ｒ1.10.11
〜

Ｒ1.10.16
トラックスケール

（電気式） 30t 〜 60t 13

②　一般主任計量者講習会事業について（平成30年度事業）
　主任計量者等を対象にした講習会を開催して、計量
証明事業の円滑な推進を図りました。
〇開催日時　平成31年2月21日（木）
〇開催場所　県三条地域振興局　第１会議室
〇テーマ並びに講師
　⑴　「計量証明事業制度」
　　　　一般社団法人新潟県計量協会

　　　　　　　　　　　　専務理事　小島　秀俊
　⑵　「トラックの交通安全　～過積載の防止など～」

三条警察署　交通課長　富澤　保和　氏
〇受 講 者　37名

⑷　計量士部会実施事業について

①　質量計代検査事業について
　計量士部会に関連を持つ事業所及び部会所属の計
量士の協力により、県内の企業で使用されている計量
器（はかり）について定期検査（代検査）を実施していま
す。
〔検査内訳〕	 （2019年10月現在）

計量器の種類 検査台数

電気式はかり（大型） 427

電気式はかり（小型） 818

台手動はかり（大型） 48

台手動はかり（小型） 78

手動指示併用はかり 2

指示はかり 119

等比皿手動　　 1

②　材料試験機検査事業について
　県内の各種製造事業所及び生コン製造事業所で使
用されている各種試験機について、当部会所属の計量
士が検査を実施しています。
〔検査内訳〕	 （2019年10月現在）

試験器の種類 検査台数

圧縮試験機 4

引張試験機 4

曲げ試験機 2

万能試験機 3

③　日本郵政グループ計量管理業務委託事業について
　日本郵政グループの計量管理業務について（一社）
日本計量振興協会から委託を受け、新潟県内の郵便
局等の計量管理業務を当協会が行っております。
　今年度は、新潟市、佐渡市、下越地区、県央地区の9
市5郡348局を7月から11月に、当部会の計量士が臨局
して検査を実施しました。
〔検査内訳〕	 （2019年11月現在）

日本郵便㈱
合計郵便局 簡易局 旧集配

センター
250 71 27 348

④　計量管理業務受託事業について
　会員事業所の依頼により、当部会所属の計量士を派
遣し適正な計量管理業務を実施しております。
　派遣事業所　11事業所　　派遣計量士　8名

⑤　「計量ジャーナル」と「計測管理と計量管理」の配布について
　（一社）日本計量振興協会が発行する「計量ジャーナ
ル」と「計測管理と計量管理」を部会員へ配布しました。

⑸　各部会共通実施事業について
新計会報（機関誌）第21号の発行について（30年度版）
　協会各部会の事業等及び計量関係法令等の情報を
提供するとともに、計量関係の知識の啓発を図るため
年1回協会の新計会報（機関誌）を発行して協会会員全
員に配布しています。

【主任計量者講習会】
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★日本計量証明事業連合会　令和元年度定時総会
　日　時：令和元年5月10日（金）15時～
　場　所：茨城県ひたちなか市
　　　　　「ホテルクリスタルパレス」
　議　題：
　　⑴　平成30年度事業報告及び収支決算
　　⑵　令和元年度事業計画及び収支予算
　　⑶　役員の交代について
　　⑷　その他
　出席者：宮田部会長、小島専務理事

★一般社団法人日本計量振興協会　第８回定時総会
　日　時：令和元年5月30日（木）13時30分～
　場　所：東京都港区
　　　　　「ホテルインターコンチネンタル東京ベイ」
　付議事項：
　　⑴　平成30年度事業報告について
　　⑵　平成30年度決算報告について
　　⑶　役員の交代について
　報告事項：
　　⑴　平成30年度公益目的支出計画実施報告について
　　⑵　2019年度事業計画について
　　⑶　2019年度収支予算について
　出席者：島田副会長

★令和元年度　関東甲信越地区計量団体連絡協議会
　関東甲信越地区10都県で持ち回りで開催してい
る「関東甲信越地区計量団体連絡協議会」が令和元
年10月24日（木）・25日（金）、渋川市伊香保、伊香保
温泉「ホテル小暮」で開催され、来賓及び10都県から
約166名が出席しました。
　新潟県からは、大平会長他11名が出席しました。

★当日の議題
提案議題Ⅰ
 ・ 一般計量教習（資格認定コース）について
　　　　　　　　【提案：（一社）群馬県計量協会】

提案議題Ⅱ
 ・一般計量士確保の実態と今後の対策について
　　　　　　　　【提案：（一社）群馬県計量協会】　
提案議題Ⅲ
 ・スーパーマーケット等のバックヤードで使用され

ている自動包装値付け機が新規型式承認を取得す
る場合は自動はかりとして取り扱われることにつ
いて　　　　　【提案：東京計量士会】

提案議題Ⅳ
 ・現在の定期検査の実施方法及び今後の方向性につ

いて　　　　　【提案：（一社）群馬県計量協会】

★次回開催県の確認と挨拶
　次回（令和２年度）の当番である茨城県を代表し
て、佐藤会長から受諾の挨拶が述べられました。

★記念講演
　協議会終了後、記念講演会が開催されました。
　　演　題　「紅絹の美～よみがえる紅～」
　　講　師　たかさき紅の会　 代表  吉村   晴子 様

中央計量関係団体活動について

【連絡協議会】

【発言する黒坂氏】
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No No

「物体に働く重力を利用して質量を
計量する計量器」であって、「計量
器の表示が質量」ですか？

自動はかりではありません

非自動はかりの型式承認を受けて
いますか？

次ページ（a）へ

自動はかりですか？
（計量値を確定する過程を自動
制御（※）によって行うはかりで
すか？）

※計量値の確定以外の行為（例えば単なる載せ降
ろし等）は含まれない。

非自動はかり
です

非自動はかり
である可能性が高いです

充塡用自動はかり
である可能性が高いです

ホッパー
スケール

である可能性が高いです

多くの場合は

その他の
自動はかり
に該当すると思われます

容器や袋などへの充てん機能を持
つはかりですか？
もしくは、組合せはかりですか？

コンベヤに乗って流れてくるものの
質量を計るはかりですか？

被計量物の荷受部がホッパー
の形をしていますか？

※必ずしもこの判断通りになるとは限らず、個別判断が必要なケースもあることに留意。

計 量 ニ ュ ー ス

自動はかりの４器種簡易判別フローチャート
（令和元年６月版）

製造・修理又は使用している自動はかりが自動はかりか否か、
自動はかりである場合、ホッパースケール、充塡用自動はかり、コンベヤスケール、

自動捕捉式はかり、その他の自動はかりのどれに該当するか判断の参考にするための資料です。

※昨年までのフローチャートとは一部変更されています。従来除外されていたフレコンスケールを
　充塡用自動はかりに含める扱いとなっています。
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No

Yes

注：
（※1）ベルトコンベヤ以外のコンベヤ（ローラー式、チェー
ン式など）が使われている場合は、コンベヤスケールに
該当せず、「その他の自動はかり」に該当します。
（※2）自動捕捉式はかりは、①自動重量選別機、②質量ラ
ベル貼付機、③計量値付け機、のいずれかが該当しま
す。

自動捕捉式はかり
である可能性が高いです（※2）

コンベヤスケール
である可能性が高いです（※1）

（a）
個別の物体の質量を計るはかりで
すか？

Q１：自動はかりで計量の後、非自動はかりでサンプル検査をしている場合、当該自動はかりによる計量

は取引又は証明のための計量に該当するのか？

Ａ１：非自動はかりでの確認がサンプル検査であり、個々の商品等の一部しか確認しない場合、自動はかり

での計量は、取引又は証明のための計量に該当する。

Ｑ２：商品等の売手と買手の双方がともに計量を行なっている場合、取引又は証明のための計量に該当する

のは、売手と買手のどちらによる計量が該当するのか？

Ａ２：個々の取引形態や契約によるが、一般的には、売手と買手のうち計量結果における最終的な責任を負っ

ている方が、取引又は証明のための計量を行った者となる。

Ｑ３：親会社と子会社間の取引や同一法人内の支店同士の取引に使用するための計量は、取引又は証明のた

めの計量に該当するのか？

Ａ３：親会社と子会社間の取引は、一般的には、内部管理にあたると考えられないため、取引又は証明に該

当する。

　　　同一法人内の取引については、一般的には、内部管理にあたると考えられるため、取引又は証明に該

当しない。

Ｑ４：自動はかりで計量後、非自動はかりで１個ずつ全数確認している場合、当該自動はかりによる計量は

取引又は証明のための計量に該当するのか？

Ａ４：全ての商品について、非自動はかりで計量を行い、その計量結果を取引又は証明に使用している場合

には、一般的には、非自動はかりによる計量が取引又は証明に該当する。

自動はかりにおける取引・証明に関するＱ＆A
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Ｑ５：自動はかりによる計量は、商品の過重、軽量品の選別にのみ使用している場合、当該自動はかりによ

る計量は取引又は証明のための計量に該当するのか？

Ａ５：当該自動はかりの前後の工程で使用されている自動はかりが、取引又は証明に使用されているのであ

れば、過重、軽量品の選別にのみ使用している当該自動はかりは、一般的には、取引又は証明のため

の計量に該当しない。

Ｑ６：複数の段階で計量を行なっている場合、どの段階での計量が取引又は証明のための計量に該当するの

か？

Ａ６：どの段階での計量が取引又は証明に該当するかは、個々の商品や契約の要件等により異なるものと考

えます。下記に基本的な考え方を示しますので、判断の参考にして下さい。

　

　　参考　Ｑ６の基本的な考え方

　　例：スナック菓子（１袋（内容量１００ｇ））を同一工場内で製造、販売する場合における計量を想定

した場合の考え方。

Ｑ７：最終商品を個数や枚数で取引をしているが、製造工程の内部管理用の確認用途（原材料の計量、製品

の過不足確認、社内規格との適合確認など）として、質量を計っている場合、当該質量を計量する自

動はかりは、取引又は証明のための計量に該当するのか？　

Ａ７：一般的には取引又は証明に使用されていないと考えられるが、該当自動はかりによる計量の結果が契

約の要件になっている場合は、該当する場合がある。

① ② ③ ④

原材料を計量
しつつ、配合

商品等として小分け
しつつ、計量

小分けした商品等
を計量

箱詰めした箱を
計量

材料Ａ

材料Ｂ

出 荷

販 売

充塡用自動はかり

計 量

充塡用自動はかり

計 量

自動捕捉式はかり

計 量

自動捕捉式はかり

計 量

　上記の工程で商品を製造・販売している場合、一般的には③の段階における自動捕捉式はかりにおける計量
結果が取引又は証明に使用されていると考えられるが、①～④における計量が取引又は証明に該当するか
どうかの一般的な考え方は、下記のとおり。

①　一般的には、該当しない。
　　※工程管理に係る計量その他内部的な行為であって業務上その結果が他人に表明されない計量は含まれな

い。
②　該当する場合＝②の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合
	 該当しない場合＝③以降の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合
③　該当する場合＝③の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合
　　該当しない場合＝②又は④の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合
　　※②、③の段階において、同一の商品を全数計量し、その計量結果を取引又は証明に使用している場合は、

②又は③のいずれかの自動はかりについて検定を受検し、合格すれば良い。
④　該当する場合＝④の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合
　　該当しない場合＝②又は③の段階で行った計量結果を取引又は証明に使用している場合や④の計量結果を
取引又は証明に使用していない場合
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　計量法施行規則、特定計量器検定検査規則の一部を改正する省令が公布され、平成31年4月1日より施行されま
した。
　これにより、自動はかりのうち自動捕捉式はかりに係る軽微な修理及び簡易修理の範囲や技術基準等が規定さ
れ、自動捕捉式はかりの検定制度が開始しました。
　実際の検定実施については、指定検定機関が指定されていないなど体制が整っておらず、本格運用はまだこれか
らですが、検定有効期間の考え方についてまとめましたのでご紹介します。
　・「すでに使用（令和4年3月31日までに取引又は証明に使用）している自動捕捉式はかり」は、令和7年3月

31日までに検定を受け、合格する必要がある。
　　（使用の制限の経過措置※2により令和7年3月31日までは検定を受けずに取引証明できる。）
　・ 「すでに使用している自動はかり」として検定に合格した自動捕捉式はかりには、検定認印とともに確認

済証が付され、以降も「すでに使用している自動はかり」として扱われる。

※１　自動はかりの検定有効期間は検定年度の翌年度の4月1日から起算する。（検則第25条）
※２　使用の制限の経過措置：施行令附則第２条　別表
「適正計量管理事業所」で使用している自動はかりは検定有効期間が６年間と規定されています。
ただし、この「6年」は使用している自動はかりの変更届を提出してはじめて適用されます。
変更届の提出前に当該自動はかりの検定を受けることも制度上可能ですが、検定有効期間は「2年」となります。

自動捕捉式はかりの検定制度が始まりました
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　第13回「指定定期検査機関の日」が、3月6日（水）に三条市横町2丁目「餞心亭おゝ 乃」において、協会役員並びに
定期検査に従事した計量士、検査補助員、受付補助員等31名が出席して開催されました。
　
　金井会長の挨拶（別記掲載）の後、大平実行委員長が議長に選出され、議題の審議に入りました。

〔議　　事〕　　⑴　平成30年度計量器定期検査実施報告について
　　　　　　　　　　事務局より、配布資料に基づいて説明がなされた。
　　　　　　　⑵　平成31年度計量器定期検査実施予定について
　　　　　　　　　　事務局より、配布資料に基づいて説明がなされた。
〔意見交換〕　　
　◎高性能はかりの検査方法について
　　　高性能はかりの検査を定期検査会場で行う場合、使用者がはかりを持参する際、固定ロックをかけずに運

搬をしたり、移動中の不具合が発生することにより、検査時にエラーが発生することがあった。
　　　計量検定所と協議を重ねた結果、高性能はかりについては新潟県の管轄地域のみ試験的に2019年度は所

在場所で検査を実施することになった旨の説明がなされた。
　　　
　最後に参加者全員で、「指定定期検査機関推進宣言」を唱和して、閉会となった。

　吹く風は未だ冷たくとも今日は啓蟄、土の中の春の虫が
そろそろ動き始める日となりました。今日は使命感を新たに
し続け13回目となる指定定期検査機関の日を迎えました。
　さて、あの日本一巨大会社、トヨタ取締役会長の内山田
竹志さんのことです。日本を世界に輝ける国にするには、計
量制度改革からと計量行政審議会会長を引き受けられま
した。
　そして、平成28年、彼の答申で始まった改革です。今年は
計量界にとってそれを軌道に乗せる事が出来るかどうか正
念場の年となりました。そして我が協会です。今年は役員改
選の年です。将来を見据えた改善や組織の強化など次へ
の成長を目指す年としたいものです。現在、全国にはそれぞ
れ100年以上の歴史をもつ計量協会が47あります。その約
60％の中心的事業が指定定期検査機関事業です。その中

にあって唯一我が協会は、関係者一同が集い反省改善を13
年も続けてきたものです。この日が永遠に続くことを願って
います。
　ところで、あの大新聞、日本経済新聞のことです。老舗の
研究とていして、永年続いている企業の秘訣を取り上げて
います。過日、創業がなんと約400年前という当協会会員さ
んの「田辺喜平商店」が紹介されました。社長の田辺敏夫
さんは、その秘訣は「市場の変化に対応する柔軟な思考」と

「顧客の信頼を裏切らないことがそれ以上大切」だと語っ
ておられました。創業400年の経営者の言葉です。すごみさ
え感じますネ。「不易と流行」世の中には続けていかねばな
らぬ事と、改革してゆかねばならぬ事があるのですネ。
今日の日が、皆さんにとって良き一日となりますことを祈念
して、開会の挨拶とします。

【指定定期検査機関の日】

〔会長挨拶〕

第13回「指定定期検査機関の日」開催される
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新潟県指定定期検査機関検査業務について

　2019年度の新潟県指定定期検査機関の検査は、5
月8日弥彦村を皮切りに、8市3町2村の検査がスタート
しました。

〔実施市町村〕
　弥彦村、見附市、燕市、田上町、小千谷市、柏崎市、妙
高市、刈羽村、出雲崎町、糸魚川市、津南町、十日町市、
三条市

〔検査日数〕
　５月11日～ 12月（所在場所検査で一部未実施）

〔検査戸数等〕
　2,286戸　7,234個（分銅を含む）（10月末現在）

新潟市指定定期検査機関検査業務について

　2019年度の新潟市指定定期検査機関の検査は、5
月20日新潟市北区を皮切りに検査がスタートしまし
た。

〔実施地域〕
　北区（北出張所及び濁川、南浜連絡所管内）、東区（全
域）、中央区（東、南出張所管内）、江南区（大江山、両川
及び曽野木連絡所管内）西区（黒埼出張所管内及び四
ツ郷屋地区）、南区（味方及び月潟出張所管内）、西蒲区

（全域）
〔検査日数〕
　5月20日～ 11月（所在場所検査で一部未実施）

〔検査戸数等〕
　1,101戸　3,592個（分銅を含む）

長岡市指定定期検査機関検査業務について

　2019年度の長岡市指定定期検査機関の集合検査
は、6月4日～ 6月21日の14日間にわたって行われまし
た。

〔実施地域〕
　旧栃尾市、旧寺泊町、旧与板町、旧越路町、旧三島町、
旧和島村、旧小国町、旧中之島町

〔検査日数〕
　集合検査　14日間

〔検査戸数等〕
　332戸　1,088個（分銅を含む）

上越市指定定期検査機関検査業務について

　2019年度の上越市指定定期検査機関の集合検査
は、7月1日～ 8月28日の30日間にわたって、また所在場
所検査は12月9日・10日・11日に検査を実施しました。

〔実施地域〕
　上越市全域

〔検査日数〕
　集合検査　30日間　所在場所　3日間

〔検査戸数等〕
　819戸　2,521個（分銅を含む）（10月末現在）

指定定期検査機関検査業務について

【新潟県指定定期検査機関】

【長岡市指定定期検査機関】

【上越市指定定期検査機関】
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　取引・証明に使用している「はかり」は、2年毎に定期
検査を受けなければなりません。当協会は新潟県、特
定市（新潟市、長岡市、上越市）から指定定期検査機関
の指定を受け、これらの自治体の委託を受けて定期検
査を実施しています。
　ただし、日程については今後、変更もあり得えます。

◎新潟県
【検査市町村・検査日程】

実施市町村 担当課 検査日程

東蒲原郡阿賀町 農 林 商 工 課 5/7 ～ 5/13（土日曜を除く）

阿 賀 野 市 商 工 観 光 課 5/15 ～ 5/21（土日曜を除く）

胎 内 市 商 工 観 光 課 5/27 ～ 5/29

北蒲原郡聖籠町 産 業 観 光 課 6/1 ～ 6/2

五 泉 市 商 工 観 光 課 6/4 ～ 6/12（土日曜を除く）

南 魚 沼 市 商 工 観 光 課 6/16 ～ 6/26（土日曜を除く）

新 発 田 市 商 工 振 興 課 7/1 ～ 7/16（土日曜を除く）

加 茂 市 商 工 観 光 課 7/21 ～ 7/30（土日曜・祝日を除く）

魚 沼 市 商 工 観 光 課 8/3 ～ 8/7　8/17 ～ 8/19

南魚沼郡湯沢町 観 光 商 工 課 8/20 ～ 8/21

村 上 市 商 工 観 光 課 8/31 ～ 9/17（土日曜を除く）

岩 船 郡 関 川 村 農 林 観 光 課 9/18

佐 渡 市 産 業 振 興 課 10/6 ～ 10/23（土日曜を除く）

岩船郡粟島浦村 産 業 振 興 課 10/29 ～ 10/30

【担当課】
　新潟県計量検定所　業務課
　ＴＥＬ　０２５６－３６－２２４３

◎特定市の定期検査
〈新潟市〉
【検査地域】
　北区（北出張所管内を除く）、中央区（東及び南出張
所管内を除く）、西区（黒埼出張所管内及び四ツ郷屋地
区を除く）、秋葉区全域、江南区（大江山、両川及び曽野
木連絡所管内を除く）、南区（味方・月潟出張所管内を
除く）
【検査日程】
　未定
【担当課】
　新潟市市民生活部生活課消費生活センター
　ＴＥＬ　０２５－２２８－８１０２（直通）

〈長岡市〉
【検査地域】
　旧長岡市、旧山古志村、旧川口町
【検査日程】
　未定
【担当課】
　長岡市商工部　工業振興課　工業振興係
　ＴＥＬ　０２５８－３９－２２２２

〈上越市〉
　上越市については、令和元年度は定期検査の予定は
ありません。
【担当課】
　上越市産業観光部　産業振興課　産業政策係
　ＴＥＬ　０２５－５２６－５１１１（内線１２７０）

2020年度  はかりの定期検査日程について（予定）
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　私は、今年で会社生活が30年となり、そのうち約15年間、計量管理に携わってきました。そして、来年3月に計量
士を交代し、計量管理業務から離れる予定です。このタイミングで投稿の機会を頂いたので、私のこれまでの計量管
理業務を振り返えりたいと思います。
　１．	担当者時代の9年間

　　私は、1990年に当社に電気計装担当スタッフとして入社しました。主な業務は設備の建設と保全でした。
保全業務の中に計量管理がありました。当時は、質量計を始めほとんどの計量器を社内で検査していまし
た。私は、ベテランの方々から、計量器の検査を学びました。特に印象に残っているのは、基準天秤を使って1
トン3級実用基準分銅を検査することでした。台車で1個ずつ運ぶのも大変でしたが、1トンを合わせこむこと
がもっと時間がかかって大変だったのを憶えています。
　　こうして実務を覚えながら、資格取得にも取り組みました。当時、電気計装担当スタッフは「一般計量士」
「エネルギー管理士」「電気主任技術者」の3つの資格を管理職になる前に取得する様に言われていました。
私は、まず、1997年にエネルギー管理士を取得しました。そして1998年に一般計量士の資格所得にチャレン
ジしました。ところが、このチャレンジ中に、私の担当している設備が、当時の水島事業所（岡山県倉敷市）の
技術を取り入れた新しい設備を建設することになりました。
　　私は、この技術を学び行くことになり、その年の10月から長期出張することになりました。この時、既に、講
習会等も申し込んでいたので、出張中も勉強を続けました。今でも、出張先の寮で夜間と休日に勉強をした
のを憶えています。そして、1999年の国家試験に合格することができました。
　（その後、第3種電気主任技術者は2001年に取得しました。）
　　しかしながら、新設備の建設が無くなり、そのまま、水島事業所へ異動になり、計量管理業務から離れるこ
とになりました。

　２．	管理担当時代の3年間
　　水島事業所での業務は短く、2001年に上越に異動になりました。水島事業所時代に、一般計量士の登録
はしていましたので、先輩計量士と一緒に計量管理業務を担当することになりました。この時の思い出に残っ
ている出来事は以下の2つです。
　　まずひとつ目は、2002年の「計量管理実施状況調査」です。先輩計量士の指導を受けながら、自分で以
下の全てを準備して対応しました。
　　　・計量管理実施状況報告書の作成

会員のひろば

三菱ケミカルハイテクニカ株式会社
上越テクノセンター

　計量士

　鴇 崎　光 男             

15年間の計量管理業務を振り返って
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　　　・計量器台数調査（確認）
　　　・質量計管理台帳確認
　　　・計量管理の実施効果と事例
　　　・その他（電力計検定、量目検査要領について）
　　当日は非常に緊張したことを憶えています。この実施状況調査で事業所全体の計量管理を把握すること
ができました。
　　ふたつ目は、トラックスケールの代検査化です。当社の１トン分銅及び１トン基準台秤はトラックスケール1
台の検査の為だけにあったので、コスト削減のため、この分銅を外部から借用して検査することを計画しまし
た。外注先と計量検定所を訪問して相談しながら対応しました。
　　そして、質量標準マニュアルを大幅改定しました。その内容は以下の通りです。
　　　・1トン3級実用基準分銅及び1トン基準台秤の廃止
　　　・基準天秤を廃止し質量比較器を導入
　　こうして、適正計量管理事業所の登録計量士になるべく、実務と管理業務に取り組んでいましたが、2003
年に設備保全部門の体制変更があった際に、設備保全から製造部門に異動になり、また計量管理業務か
ら離れることになりました。
　　振り返ると、この3年間が計量士として一番の成長の機会であったと思います。

　３．	管理責任者時代の2年間
　　設備保全から離れた後、製造、企画、管理部門を経験し、2017年に電気計装部門のマネジャーになりまし
た。（設備保全部門の体制変更は2008年に解消されました。）電気計装部門には私しか計量士がいなかっ
たので、適正計量管理事業所の登録計量士になりました。また、当番が回って来て、計量協会副会長に就任
しました。
　　約14年間、計量管理業務から離れている間に当社の計量管理で変わった部分がありました。それは、検
査業務の外注化です。設備保全部門分社化以降の業務効率化の流れで、設備保全スタッフも減少しました。
検査は外部に補助を依頼、担当者は、検査結果を確認するのが主な業務になっていました。検査をする計器
室も、私が担当者だった時は、約83m2であったのが、約12m2と7分の1になっていました。
　　担当者が実務をする機会が減り、また、教育の時間も取れず、結果として計量管理の知識や技能が落ちた
のを実感しました。更に、計量士も育っていませんでした。私の1990年入社以来の約30年間で、電気計装部
門では、私を含めて資格職得したのは2人でだけした。私が計量士なった頃は、先輩計量士がいて２名体制
で、先輩計量士から管理者としてもいろいろと学ぶことが出来ましたが、今は1名体制となってしまいました。
　この2年間は、計量士として計量管理の業務をしながら、教育にも取り組んで来ました。
　　そして2017年に入社した新入社員が計量士を取得し、また本年9月に電気計装部門のマネジャーを交代
したこともあり、2020年3月で計量士を交代する予定です。
　　また、計量協会副会長として、協会役員の方 と々交流出来たことで、いろいろと学ぶことができ、とても良い
経験をさせて頂きました。

　４．	最後に
　　適正な計量を確保することは、日常の生活を守るとともに、経済の発展及び文化の向上のために非常に重
要なものであります。私は、計量管理の業務に携わり、また計量士になってよかったと心から思っています。今
後は、計量管理業務からは離れますが、何らかの形で計量管理に携わっていきたいと思います。
　　そして現在、計量管理の業務を担当している方へお願いです。一般計量士になるには、実務経験が必要で
す。その実務経験をしっかり積んだ後、国家試験に合格し、計量士になって下さい。
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　新潟県計量検定所におきまして、4月1日付で人事
異動が行われましたので、お知らせいたします。

所　　　　　長	 西　片　一　喜
		  （農業総合研究所より）
次長兼業務課長	 佐久間　　　宏
業務課課長代理	 石　川　祐　二
主　　　　　査	 田　中　一　弘
主　　　　　査	 坂　内　稔　之
主　　　　　任	 大　野　美　和
主　　　　　任	 玉　木　　　満
主　　　　　事	 広　田　悠　斗
主　　　　　事	 髙　橋　楓　衣（採用）
計量支援嘱託員	 中　野　昌　英（採用）
※〔退職者〕
所　　　　　長	 桜　井　澄　人
専　　門　　員	 金　井　　　悟
※〔転出者〕
主　　　　　任	 岡　崎　孝　行
		  （新潟県税部へ）

　所　長　　☎ 0256−36−2241
　次　長　　☎ 0256−36−2242
　業務課　　☎ 0256−36−2240
	 2243
	 2244
　ＦＡＸ	 0256−36−2249
　ＵＲＬ　https://www.pref.niigata.lg.jp/site/keiryo/

　雪の便りも聞かれるようになり、この1年を振り返る
時期となりました。
　本年5月1日には今上陛下が即位され、秋には即位礼
のなどの儀式や奉祝行事が行われました。即位をお祝
いする人々ににこやかな笑顔でお応えになる両陛下に
新しい時代の息吹を感じた人が多いのではないかと
思います。
　また、5月にはもう一つの「代替わり」がありました。
国際度量衡総会でキログラムの定義が約130年ぶりに
改定され、質量の基準が「キログラム原器」から物理定
数によるものとなりました。
　フランス革命のさなかに子午線の長さを求めて

「メートル」を定義し、それを利用して「キログラム原器」
に結び付けていった先人の努力や「実物」の変化に左
右されない質量の定義を求めた人々の努力が計量制
度の発展につながっています。
　計量も新しい世界に向かって進んでいます。計量界
の更なる発展に貢献できるよう取り組んでまいります
のでよろしくご指導をお願い申し上げます。

○検査課長：金井　悟
　４月１日付で、一般社団法人新潟
県計量協会　検査課長の辞令をい
ただきました、金井と申します。
　３月末日まで、県の計量検定所に
勤務しておりました。

　４月から協会に来て、県と協会の違いをヒシヒシと
感じながら仕事をしております。
　定期検査を主とした検査業務に携わっております
が、生産性を求める協会の中で、なかなか、身体と頭が
ついていきませんが、少しでも計量協会のお役に立て
ればと思っております。
　宜しくお願い致します。

◇新しい協会職員の紹介◇計量検定所人事異動について

計量検定所の組織
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［定　　款］

理　事　１５人以上２２人以内   

監　事　２人   
［注］ 理事の内、会長１人、副会長５人以内、

専務理事１人

特 別 会 員

計 量 士 部 会　部会長

計 量 証 明部会　部会長 一般計量証明事業者

（一社）日本計量振興協会計量士会の会員計量士

会　　　長 監　　事

理　事　会 副　会　長 顧　　問

専 務 理 事 参　　与 特 別 会 員

［事　務　局］ ［検査部］
事務局長・総務課長 検査課長・技師・書記

部会長［副会長兼］
計 量 器 部 会

部会長［副会長兼］
計 量 管 理 部 会 計 量 証 明 部 会

部会長［副会長兼］
計 量 士 部 会

部会長［副会長兼］

［理　事　会］ 顧　　　問

会　　　長　（1名） 参　　　与 ［役　　員］

会　長　１人   副　会　長　（5名）　
副会長　５人以内

専 務 理 事　（1名） ［会長、副会長、専務理事含む］

理　　　事　（15名）
［事　務　局］

事務局長　（１名）

［監　　事］（2名）  

総務課長　（１名）

検査課長　（１名）

技　　師　（１名）

書　　記　（１名）

計 量 器 部 会　部会長 計量器の製造、修理及び販売等を行っている事業者並びに部会に賛同する会員

計 量 管 理 部 会　部会長 適正計量管理事業所及び計量器使用事業所並びに部会に賛同する会員

部会制
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